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協　議
1　インスリンとスーグラ錠の併用について         
　　　　　　　　　　　　　　 〔山口県医師会］
　糖尿病治療薬剤の併用については、本委員会等

で協議を重ね、昨年（平成 28年 9月）の「社保

国保審査委員合同協議会」の合議事項を一覧表と

して公表している。

　この合議事項に「インスリンと経口薬併用の場

合は、インスリン＋経口薬 3剤まで認める」と

あるが、スーグラ錠について査定事例が見受けら

れるため、会員から同合議事項との整合について

問合せがあることから取扱いを確認したい。

　なお、本事例のように審査委員間の合議事項と

異なる取扱いが発生する場合は、電子レセプト処

理が実施されている現在の審査委員会事務局にお

いて、医療機関への審査結果通知前に確認体制が

整備されているか伺いたい。

　〔関連記事〕「山口県医師会報」

　平成 28年 10月号・社保国保審査委員合同協議会

　審査取扱いについては従来の合議どおり。

　なお、合議事項（ブルーページ）の周知につい

ては、各審査委員会（審査委員及び事務職員）に

おいて一層の徹底が図られるとともに、事務処理

においても合議事項と整合するよう再確認を行う

とのことである。

2　アルツディスポ関節注の投与回数について　
　　　　　　　　　　　　　　　  〔国保連合会〕
　アルツディスポ関節注（ヒアルロン酸）の用法

は「1週間ごとに連続 5回投与。症状により投与

回数を適宜増減」とある。6回目以降も継続して

毎週関節注を行い、2か月、3か月、又は 6か月

継続している事例があるが、ある程度の基準
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を協議願いたい。

　維持療法については、2週間ごとを目安とする。

3. 消炎鎮痛等処置の回数について〔国保連合会〕
　消炎鎮痛等処置の頻回の算定事例（16回～ 25

回）が散見される。１か月の消炎鎮痛等処置の回

数について協議願いたい。

　頻回算定の医療機関については個別対応とし、

その必要性により審査判断される。

　　　

4　ステロイド等治療前の HBs 抗原等の検査に
ついて〔支払基金〕
　難聴等に対するステロイド等治療前の標記検査

（HBs 抗原、HBs 抗体、HBc 抗体検査）について

は、B型肝炎のガイドラインに従って認めている

が、レセプトへの注記の必要性について協議願い

たい。

　注記を必要とする。

※以上の新たに合意されたものについては、平成

　29年 4月診療分から適用する。　


